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ま
え
が
き

　
2
0
1
8
年
12
月
28
日
、
厚
生
労
働
省
（
以
下
、
厚
労
省
）
毎
月
勤
労
統
計
調
査
（
賃
金
、
労
働
時
間
及

び
雇
用
の
変
動
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
厚
労
省
が
実
施
す
る
調
査
）
に
お
い
て
、
不
正
が
発
覚

し
た
。
東
京
都
の
5
0
0
人
以
上
の
事
業
所
に
つ
い
て
は
全
数
調
査
を
す
る
と
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
1
4
0
0
あ
る
該
当
事
業
所
の
約
3
分
の
1
で
あ
る
5
0
0
事
業
所
し
か
調
査
し
て
い
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。「
統
計
不
正
」
と
し
て
大
き
く
報
道
さ
れ
、
注
目
を
集
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
不
正
調
査
は
2
0
0
4
年
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
賃
金
が
下
振
れ
し
、
雇
用

保
険
の
支
給
額
も
本
来
よ
り
過
少
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
、
大
き
な
混
乱
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

さ
ら
に
は
、
約
3
分
の
1
し
か
調
査
し
て
い
な
か
っ
た
点
に
つ
い
て
、
2
0
1
8
年
1
月
か
ら
の
み
約
3

倍
に
復
元
し
て
補
正
し
て
い
た
た
め
、
2
0
1
8
年
の
賃
金
が
そ
れ
以
前
よ
り
も
上
振
れ
し
て
い
た
こ
と

が
判
明
し
た
。
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長
々
と
書
い
た
が
、「
統
計
不
正
」
と
い
う
と
国
民
が
思
い
浮
か
べ
る
の
は
こ
れ
ら
の
事
実
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
陰
に
、
も
っ
と
重
大
な
問
題
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
を
、
果
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
国
民
が
理

解
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
2
0
1
8
年
の
毎
月
勤
労
統
計
に
お
け
る
賃
金
伸
び
率
は
、
ず
っ
と
「
ウ
ソ
」

の
数
字
が
公
表
さ
れ
続
け
て
い
る
と
い
う
異
常
事
態
が
起
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

数
字
の
操
作
が
さ
れ
て
い
る
の
は
賃
金
だ
け
で
は
な
い
。
2
0
1
9
年
2
月
18
日
の
衆
議
院
予
算
委
員

会
で
立
憲
民
主
党
・
無
所
属
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
小お

川が
わ

淳じ
ゆ
ん

也や

議
員
が
指
摘
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
第
二
次

安
倍
晋
三
政
権
以
降
、
53
件
の
統
計
手
法
が
見
直
さ
れ
、
そ
の
う
ち
38
件
が
国
内
総
生
産（
G
D
P
）
に
影

響
し
て
い
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
統
計
の
見
直
し
は
統
計
委
員
会
へ
の
申
請
が
あ
っ
て
初
め
て
審
査
す
る

こ
と
が
基
本
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
申
請
な
し
で
10
件
も
見
直
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
2
0
1
6
年
12
月
8
日
、「
国
際
的
G
D
P
算
出
基
準
で
あ
る
2
0
0
8
S
N
A
へ
の
対
応
」

を
隠
れ
蓑み

の

に
し
、
そ
れ
と
は
全
然
関
係
な
い
「
そ
の
他
」
の
部
分
で
異
常
な
数
字
の
操
作
が
さ
れ
た
現
象

（
ソ
ノ
タ
ノ
ミ
ク
ス
）
と
関
係
し
て
く
る
。
拙
著
『
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
ろ
し
く
』
及
び
『
デ
ー
タ
が
語
る

日
本
財
政
の
未
来
』（
共
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
新
書
）
で
も
指
摘
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

端
的
に
言
え
ば
、「
賃
金
と
消
費
」
と
い
う
、
国
民
に
最
も
関
係
の
深
い
統
計
に
つ
い
て
、
数
字
が
操

作
さ
れ
て
い
る
。
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「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
が
う
ま
く
い
っ
て
い
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
姑
息
な
行
為
を
す
る
必
要
は
な
い
。
失
敗

を
覆
い
隠
す
た
め
、
国
民
の
目
に
触
れ
な
い
と
こ
ろ
で
、
統
計
を
操
作
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

一
連
の
統
計
操
作
に
つ
い
て
、
野
党
は
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
偽
装
」
と
名
付
け
、
追
及
し
て
い
る
。
私
も

頻
繁
に
国
会
に
呼
ば
れ
、
そ
の
追
及
の
一
翼
を
担
っ
た
。
本
書
は
、
追
及
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
異

常
な
統
計
操
作
を
暴
き
出
し
て
い
く
。
算
出
方
法
の
変
更
等
で
大
き
く
か
さ
上
げ
し
た
こ
と
に
よ
り
、
政

府
統
計
は
最
も
重
要
な
「
連
続
性
」
を
失
っ
て
お
り
、
ま
さ
に
「
統
計
破
壊
」
と
言
う
べ
き
状
況
に
陥
っ

て
い
る
。
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／
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／
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／
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計
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ゲ
ル
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第
1
章
「
賃
金
21
年
ぶ
り
の
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び
率
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い
う
大
ウ
ソ
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算
出
方
法
の
違
う
デ
ー
タ
を
そ
の
ま
ま
比
較

　

2
0
1
8
年
8
月
、
同
年
6
月
の
毎
月
勤
労
統
計
調
査
速
報
値
に
お
け
る
名
目
賃
金
伸
び
率
が
3
・
6

％
を
記
録
し
、「
賃
金
21
年
ぶ
り
の
伸
び
率
」（
又
は
賃
金
21
年
5
カ
月
ぶ
り
の
伸
び
率
）
と
し
て
、
マ
ス

コ
ミ
各
社
が
一
斉
に
報
道
す
る
と
い
う
出
来
事
が
あ
っ
た
。
名
目
賃
金
と
は
額
面
そ
の
ま
ま
の
数
字
の
こ

と
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
物
価
変
動
の
影
響
を
除
い
た
値
が
実
質
賃
金
だ
。
本
当
の
購
買
力
は
実
質
賃
金
を

見
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。し
た
が
っ
て
、実
質
賃
金
は
国
民
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
統
計
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　

し
か
し
、
こ
こ
に
は
重
大
な
カ
ラ
ク
リ
が
あ
っ
た
。
端
的
に
言
う
と
、
賃
金
の
算
出
方
法
を
変
え
、
従

前
よ
り
も
高
く
出
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
過
去
の
数
値
と
比
較
す
る
と
、

異
常
な
段
差
が
で
き
て
し
ま
う
の
で
、
従
前
は
遡

さ
か
の
ぼっ

て
改
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
厚
労
省
は
な
ぜ
か
遡

っ
て
改
定
す
る
の
を
止
め
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
賃
金
が
異
常
に
高
い
伸
び
率
を
示
す
こ

と
に
な
っ
た
。

　

私
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
2
0
1
8
年
9
月
10
日
、
自
分
の
ブ
ロ
グ
（http://blog.m

onoshirin.com

）

に
て
詳
細
に
書
い
た
。
以
下
は
そ
の
ブ
ロ
グ
記
事
を
元
に
再
構
成
し
た
文
章
で
あ
る
。
実
は
厚
労
省
が
ウ

ソ
の
説
明
を
し
て
い
た
こ
と
等
が
後
で
発
覚
し
た
の
だ
が
、
当
時
の
状
況
を
正
確
に
把
握
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
あ
え
て
当
時
の
数
字
を
そ
の
ま
ま
使
う
。
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出典：厚生労働省「毎月勤労統計：賃金データの見方
～平成30年１月に実施された標本交替等の影響を中心に～」

出典：厚生労働省「毎月勤労統計：賃金データの見方
～平成30年１月に実施された標本交替等の影響を中心に～」 出典：厚生労働省「毎月勤労統計：賃金データの見方

～平成30年１月に実施された標本交替等の影響を中心に～」

出典：厚生労働省「毎月勤労統計調査」平成30年6月分結果確報

図1-1　標本入れ替えの寄与とウェイト更新の寄与 図1-2　標本区分と入れ替えの状況 図1-3　新旧事業所規模別労働者数等比較表

図1-4　名目賃金前年同月比伸び率の推移 図1-5　名目賃金・実質賃金・消費者物価指数の推移

サンプル入れ替え前後の賃金の集計結果の差（今回：2,086円）は、「サンプル入れ替
えによる寄与」（サンプル要因）と「ベンチマーク更新による寄与」（ウェイト要因）に分解
できる。今回は、サンプル入れ替えの寄与（295円）よりも、ベンチマーク更新の寄与
（1,791円）が大きくなっている。

（参考）決まって支給する給与の入れ替え前後の集計結果の差（調査産業計）

30人以上の調査
対象事業所の
入れ替え方式

2018年1月 部分入れ替え 260,186 258,100 2,086 295 1,791

新
（入れ替え後）

旧
（入れ替え前）

新旧差
（入れ替え後
ー入れ替え前）

サンプル
入れ替えによる
寄与（試算）

ベンチマーク更新
による寄与
（試算）

（常用労働者5人以上） （単位 円）

標本の区分

第一種事業所

従業員数500人以上 全事業所が対象

2018年
１月分

1,000人以上 3,252,250

2,271,270

10,040,943

12,883,435

22,268,603

50,716,501

6.4

4.5

19.8

25.4

43.9

100.0

3,267,932

2,541,907

10,201,217

13,226,721

20,406,521

49,644,298

6.6

5.1

20.5

26.6

41.1

100.0

384,825

341,903

296,257

251,662

217,512

260,186

500～999人

100～499人

30～99人

5～29人

5人以上計

旧母集団：
常用労働者数（人）

シェア（％） シェア（％） （円）

新母集団：
常用労働者数（人）

新サンプル：
決まって支給する給与

標本抽出により入れ替わる

標本抽出により入れ替わる

従業員数30～499人

従業員数5～29人第二種事業所

標本交替の状況サンプル入れ替え
前後の集計結果の差

サンプル入れ替え
による寄与

サンプルの入れ替えの
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2015年
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※このデータは、私がブログを書いた当時のデータをそのまま使用している。その後、後
述するとおり統計不正が発覚したため、2012年以降のデータが修正されて公表されて
いる。しかし、2004～2011年までの分について、厚労省はデータを破棄したとして修正
していない。このように、最新のデータは修正の有無に違いがあり、不連続となっている
ので、やむを得ず修正前のデータをそのまま用いている。

　

当
時
厚
労
省
が
公
表
し
て
い
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
算

出
方
法
の
変
更
点
は
次
の
2
つ
で
あ
る
。

①
サ
ン
プ
ル
を
一
部
変
更
し
た
。

②
賃
金
算
出
の
際
に
使
う
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
よ
り

賃
金
が
高
く
出
る
も
の
に
更
新
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
賃
金
は
旧
算
出
方
法
と
比
較
し
て

2
0
8
6
円
も
上
振
れ
し
、
そ
の
う
ち
①
の
影
響
が
2

9
5
円
、
②
の
影
響
が
1
7
9
1
円
で
あ
る
と
説
明
さ

れ
て
い
た
。
詳
し
く
は
、
厚
労
省
作
成
資
料
に
あ
る
図

1

-

1
の
表
の
と
お
り
だ
。

　

実
は
こ
の
2
つ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
後
に
明

ら
か
に
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

ま
ず
、
①
の
サ
ン
プ
ル
入
れ
替
え
に
つ
い
て
説
明
し
よ
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～平成30年１月に実施された標本交替等の影響を中心に～」
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～平成30年１月に実施された標本交替等の影響を中心に～」 出典：厚生労働省「毎月勤労統計：賃金データの見方

～平成30年１月に実施された標本交替等の影響を中心に～」

出典：厚生労働省「毎月勤労統計調査」平成30年6月分結果確報
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図1-4　名目賃金前年同月比伸び率の推移 図1-5　名目賃金・実質賃金・消費者物価指数の推移
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ので、やむを得ず修正前のデータをそのまま用いている。

う
。

　

毎
月
勤
労
統
計
調
査
に
お
い
て
は
、
従
業
員
30
人
以
上
の
事
業

所
を
第
一
種
事
業
所
、
従
業
員
5
〜
29
人
の
事
業
所
を
第
二
種
事

業
所
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
一
種
事
業
所
の
う
ち
、
従
業
員

5
0
0
人
以
上
の
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
全
事
業
所
を
調
査
し
て

い
る
（
全
数
調
査
）
が
、
そ
れ
以
外
の
第
一
種
事
業
所
及
び
第
二

種
事
業
所
は
一
部
を
抽
出
し
て
調
査
し
て
い
る
（
サ
ン
プ
ル
調
査
）。

さ
ら
に
、
そ
の
サ
ン
プ
ル
調
査
の
対
象
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
定

期
的
に
入
れ
替
え
て
い
た
。

　

具
体
的
に
言
う
と
、
5
〜
29
人
の
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
6
カ

月
ご
と
に
3
分
の
1
ず
つ
入
れ
替
え
て
お
り
、
30
〜
4
9
9
人
の

事
業
所
に
つ
い
て
は
、
2
〜
3
年
に
1
回
程
度
の
ペ
ー
ス
で
全
部

入
れ
替
え
て
い
た
。
表
に
す
る
と
図
1

-

2
の
と
お
り
（
前
記
厚

労
省
作
成
資
料
か
ら
引
用
）。

　

そ
し
て
、
2
0
1
8
年
1
月
か
ら
、
こ
の
30
〜
4
9
9
人
の
事
業
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所
に
つ
い
て
、
全
部
入
れ
替
え
る
の
を
止
め
、
半
分
入
れ
替
え
る
と
い
う
手
法
に
変
え
た1
＊

の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
先
ほ
ど
述
べ
た
と
お
り
賃
金
が
2
9
5
円
上
振
れ
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
と
、
説
明
し
て

い
た
が
、
実
は
ウ
ソ
だ
っ
た
。
詳
し
く
は
第
2
章
以
降
で
説
明
す
る
）。

　

次
に
②
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
更
新
に
つ
い
て
説
明
し
よ
う
。
こ
れ
が
最
も
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
は
単
純
に
日
本
語
に
訳
す
と
「
基
準
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
先
ほ
ど
説
明
し
た
と
お
り
、
毎

月
勤
労
統
計
調
査
と
い
う
の
は
、
5
0
0
人
以
上
の
事
業
所
に
つ
い
て
は
全
数
調
査
だ
が
、
そ
れ
を
除
く

事
業
所
に
つ
い
て
は
、
一
部
の
み
抽
出
す
る
「
サ
ン
プ
ル
調
査
」
で
あ
る
。

　

他
方
、
総
務
省
・
経
済
産
業
省
が
5
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
る
「
経
済
セ
ン
サ
ス
」
は
「
全
数
調
査
」

だ
。
こ
れ
は
、
一
部
の
農
林
漁
業
に
お
け
る
個
人
事
業
者
等
を
除
く
全
部
の
事
業
所
に
調
査
を
実
施
し
て

い
る
の
で
、
正
確
に
労
働
者
の
数
を
把
握
で
き
る
。

　

例
え
ば
、
サ
ン
プ
ル
調
査
に
お
い
て
、
5
〜
29
人
の
事
業
所
の
割
合
が
30
％
で
あ
る
一
方
、
全
数
調
査

に
お
け
る
5
〜
29
人
の
事
業
所
の
割
合
が
40
％
だ
っ
た
と
し
よ
う
。
当
然
、
こ
の
割
合
を
基
に
全
体
の
平

均
値
を
出
す
と
、
賃
金
は
前
者
の
方
が
高
く
出
る
。
5
〜
29
人
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
労
働
者
の
給
与
は
、

＊
1　

2
0
1
9
年
1
月
も
半
分
入
れ
替
え
、
以
降
1
年
ご
と
に
3
分
の
1
ず
つ
入
れ
替
え
。
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30
人
以
上
の
事
業
所
と
比
べ
て
低
い
の
で
、
そ
れ
が
全
体
に
占
め
る
割
合
が
低
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
平

均
値
は
高
く
出
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
サ
ン
プ
ル
企
業
の
み
で
平
均
値
を
出
し
て
し
ま
う
と
、
事
業
所
規
模
別
労
働
者
の
比
率

が
異
な
る
た
め
、
真
の
数
字
で
あ
る
全
数
調
査
と
大
き
く
ず
れ
て
し
ま
う
結
果
に
な
る
。
そ
こ
で
、
サ
ン

プ
ル
調
査
で
得
ら
れ
た
数
字
が
、
全
数
調
査
の
比
率
に
近
く
な
る
よ
う
調
整
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
る
係

数
の
よ
う
な
も
の
が
、
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
で
あ
る
。
以
前
は
平
成
21
（
2
0
0
9
）
年
経
済
セ
ン
サ
ス
を
用

い
て
い
た
が
、
平
成
30
（
2
0
1
8
）
年
1
月
以
降
は
平
成
26
（
2
0
1
4
）
年
経
済
セ
ン
サ
ス
を
用
い
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
厚
労
省
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
平
成
26
年
経
済
セ
ン
サ
ス
だ
と
、
5
〜
29
人
の
規
模
の
事
業
所

に
勤
務
す
る
労
働
者
の
割
合
が
下
が
っ
た
た
め
、
以
前
よ
り
高
い
賃
金
に
な
る
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
変
化
し

た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
先
ほ
ど
の
資
料
か
ら
表
を
引
用
し
よ
う
。
図
1

-

3
だ
。

　

見
て
の
と
お
り
、
以
前
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
使
用
し
た
旧
母
集
団
で
は
、「
5
〜
29
人
」
の
労
働
者
の

シ
ェ
ア
は
43
・
9
％
で
あ
っ
た
。
他
方
、
新
し
い
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
使
用
し
た
新
母
集
団
で
は
、
こ
の
シ

ェ
ア
が
41
・
1
％
で
あ
り
、
旧
母
集
団
と
比
べ
て
2
・
8
％
も
下
が
っ
て
い
る
。
規
模
が
小
さ
い
事
業
所

ほ
ど
給
料
が
低
い
の
で
、
そ
の
階
層
の
労
働
者
の
割
合
が
減
れ
ば
平
均
値
は
当
然
高
く
出
る
こ
と
に
な
る
。
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出典：厚生労働省「毎月勤労統計：賃金データの見方
～平成30年１月に実施された標本交替等の影響を中心に～」

出典：厚生労働省「毎月勤労統計：賃金データの見方
～平成30年１月に実施された標本交替等の影響を中心に～」 出典：厚生労働省「毎月勤労統計：賃金データの見方

～平成30年１月に実施された標本交替等の影響を中心に～」

出典：厚生労働省「毎月勤労統計調査」平成30年6月分結果確報

図1-1　標本入れ替えの寄与とウェイト更新の寄与 図1-2　標本区分と入れ替えの状況 図1-3　新旧事業所規模別労働者数等比較表

図1-4　名目賃金前年同月比伸び率の推移 図1-5　名目賃金・実質賃金・消費者物価指数の推移
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えによる寄与」（サンプル要因）と「ベンチマーク更新による寄与」（ウェイト要因）に分解
できる。今回は、サンプル入れ替えの寄与（295円）よりも、ベンチマーク更新の寄与
（1,791円）が大きくなっている。
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7月

2017年
1月

2017年
7月

2018年
1月

－2.0

－1.0

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0
％

ベンチマーク
更新後

ベンチマーク
更新前

2012年度＝100とする指数。 資料：厚生労働省ホームページ「毎月勤労統計調査」、
総務省統計局ホームページ「消費者物価指数」
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※このデータは、私がブログを書いた当時のデータをそのまま使用している。その後、後
述するとおり統計不正が発覚したため、2012年以降のデータが修正されて公表されて
いる。しかし、2004～2011年までの分について、厚労省はデータを破棄したとして修正
していない。このように、最新のデータは修正の有無に違いがあり、不連続となっている
ので、やむを得ず修正前のデータをそのまま用いている。

　

ま
と
め
る
と
、「
①
サ
ン
プ
ル
を
一
部
入
れ
替
え
」
て
「
②
ベ

ン
チ
マ
ー
ク
も
更
新
」
し
た
の
で
、
以
前
よ
り
も
賃
金
が
高
く
算

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
番
の

問
題
は
、
こ
の
よ
う
に
算
出
方
法
を
変
更
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

な
ぜ
か
過
去
の
数
値
を
遡
っ
て
改
定
し
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
サ

ン
プ
ル
入
れ
替
え
や
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
更
新
は
今
ま
で
も
行
っ
て
お

り
、
そ
の
ま
ま
に
す
る
と
デ
ー
タ
に
異
常
な
段
差
が
で
き
る
の
で
、

遡
っ
て
修
正
し
て
い
た
。
し
か
し
、
今
回
か
ら
は
そ
れ
を
止
め
て

し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

賃
金
の
異
常
な
伸
び

　

そ
の
結
果
、
賃
金
は
異
常
な
伸
び
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
。
図

1

-

4
の
グ
ラ
フ
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

2
0
1
8
年
1
月
以
降
は
そ
れ
以
前
に
比
べ
て
明
ら
か
に
伸
び

率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
以
前
の
3
年
間
は
、
前
年
同
月
比
伸
び
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出典：厚生労働省「毎月勤労統計：賃金データの見方
～平成30年１月に実施された標本交替等の影響を中心に～」

出典：厚生労働省「毎月勤労統計：賃金データの見方
～平成30年１月に実施された標本交替等の影響を中心に～」 出典：厚生労働省「毎月勤労統計：賃金データの見方

～平成30年１月に実施された標本交替等の影響を中心に～」

出典：厚生労働省「毎月勤労統計調査」平成30年6月分結果確報

図1-1　標本入れ替えの寄与とウェイト更新の寄与 図1-2　標本区分と入れ替えの状況 図1-3　新旧事業所規模別労働者数等比較表

図1-4　名目賃金前年同月比伸び率の推移 図1-5　名目賃金・実質賃金・消費者物価指数の推移

サンプル入れ替え前後の賃金の集計結果の差（今回：2,086円）は、「サンプル入れ替
えによる寄与」（サンプル要因）と「ベンチマーク更新による寄与」（ウェイト要因）に分解
できる。今回は、サンプル入れ替えの寄与（295円）よりも、ベンチマーク更新の寄与
（1,791円）が大きくなっている。

（参考）決まって支給する給与の入れ替え前後の集計結果の差（調査産業計）

30人以上の調査
対象事業所の
入れ替え方式

2018年1月 部分入れ替え 260,186 258,100 2,086 295 1,791

新
（入れ替え後）

旧
（入れ替え前）

新旧差
（入れ替え後
ー入れ替え前）

サンプル
入れ替えによる
寄与（試算）

ベンチマーク更新
による寄与
（試算）

（常用労働者5人以上） （単位 円）

標本の区分

第一種事業所

従業員数500人以上 全事業所が対象

2018年
１月分

1,000人以上 3,252,250

2,271,270

10,040,943

12,883,435

22,268,603

50,716,501

6.4

4.5

19.8

25.4

43.9

100.0

3,267,932

2,541,907

10,201,217

13,226,721

20,406,521

49,644,298

6.6

5.1

20.5

26.6

41.1

100.0

384,825

341,903

296,257

251,662

217,512

260,186

500～999人

100～499人

30～99人

5～29人

5人以上計

旧母集団：
常用労働者数（人）

シェア（％） シェア（％） （円）

新母集団：
常用労働者数（人）

新サンプル：
決まって支給する給与

標本抽出により入れ替わる

標本抽出により入れ替わる

従業員数30～499人

従業員数5～29人第二種事業所

標本交替の状況サンプル入れ替え
前後の集計結果の差

サンプル入れ替え
による寄与

サンプルの入れ替えの
影響（標本誤差に相当）

事業所規模別労働者構成比
の変化の影響（ウェイト要因）

ベンチマーク更新
による寄与

－3.0

2015年
１月

2015年
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2016年
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7月

2017年
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2017年
7月
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0.0
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ベンチマーク
更新後

ベンチマーク
更新前

2012年度＝100とする指数。 資料：厚生労働省ホームページ「毎月勤労統計調査」、
総務省統計局ホームページ「消費者物価指数」
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※このデータは、私がブログを書いた当時のデータをそのまま使用している。その後、後
述するとおり統計不正が発覚したため、2012年以降のデータが修正されて公表されて
いる。しかし、2004～2011年までの分について、厚労省はデータを破棄したとして修正
していない。このように、最新のデータは修正の有無に違いがあり、不連続となっている
ので、やむを得ず修正前のデータをそのまま用いている。

率
が
1
％
を
超
え
た
こ
と
が
た
っ
た
の
3
回
し
か
な
い
。
し

か
し
、
2
0
1
8
年
1
月
以
降
は
、
4
月
を
除
い
て
全
部
1

％
を
超
え
て
い
る
。
そ
の
上
、
過
去
3
年
間
で
一
度
も
な
か

っ
た
2
％
以
上
が
3
回
も
あ
っ
て
、
そ
の
う
ち
1
回
は
3
％

を
超
え
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
賃
金
が
上
振
れ
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
遡そ

及き
ゆ
う改

定
を
し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
異
常
な
伸
び
率
と
な

り
、「
賃
金
21
年
ぶ
り
の
伸
び
率
」
を
記
録
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
算
出
方
法
が
違
う
数
字
を
比
較
し
て
い
る
の
だ
か

ら
こ
れ
は
ウ
ソ
の
伸
び
率
で
あ
る
。
た
と
え
る
な
ら
、
①
の

サ
ン
プ
ル
入
れ
替
え
は
ち
ょ
っ
と
背
の
高
い
別
人
に
入
れ
替

え
て
、
②
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
更
新
は
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
ブ
ー
ツ

を
履
か
せ
た
よ
う
な
も
の
。
そ
れ
で
身
長
が
伸
び
た
と
言
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

2
0
1
8
年
6
月
速
報
値
の
前
年
同
月
比
3
・
6
％
の
賃
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金
伸
び
率
が
21
年
ぶ
り
だ
っ
た
か
ど
う
か
な
ど
、
記
者
が
自
分
で
調
べ
て
気
づ
く
は
ず
が
な
い
。
そ
の
上
、

私
が
確
認
で
き
た
だ
け
で
も
、
日
経
、
朝
日
、
産
経
の
3
社
が
同
じ
「
賃
金
21
年
ぶ
り
」
と
い
う
表
現
を

使
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
厚
労
省
の
官
僚
が
マ
ス
コ
ミ
へ
の
ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
の
際
に
「
21
年
ぶ
り
」
と

い
う
数
字
を
わ
ざ
わ
ざ
入
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
わ
ざ
と
」
ウ
ソ
を
つ
い
て
国
民
を
騙だ

ま

し
た
の

だ
。

　

で
は
、
本
当
の
数
字
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
前
記
の
よ
う
に
本
系
列
（
公
表
値
）
の
数
字
に
は
問

題
が
あ
る
た
め
、
厚
労
省
は
、
サ
ン
プ
ル
入
れ
替
え
前
後
で
共
通
す
る
事
業
所
同
士
を
比
較
し
た
「
参
考

値
」
と
い
う
数
字
を
公
表
し
て
い
る
。
こ
の
参
考
値
は
、
サ
ン
プ
ル
が
共
通
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
ベ
ン

チ
マ
ー
ク
も
同
じ
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
系
列
と
異
な
り
、
異
常
な
段
差
は
生
じ
な

い
。
こ
の
数
字
で
見
た
場
合
、
2
0
1
8
年
6
月
の
前
年
同
月
比
は
1
・
3
％
。
本
系
列
の
速
報
値
は

3
・
6
％
だ
が
確
報
値
は
3
・
3
％
な
の
で
、
本
系
列
と
は
実
に
2
％
も
差
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
、
今
ま
で
の
賃
金
の
推
移
を
見
れ
ば
、
い
き
な
り
3
・
3
％
も
の
高
い
伸
び
率
を
示
す
こ
と

は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
図
1

-

5
の
グ
ラ
フ
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　

こ
れ
は
名
目
・
実
質
賃
金
指
数
と
消
費
者
物
価
指
数
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
年
度
デ
ー
タ
）。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
前
と
の
比
較
が
し
や
す
い
よ
う
、
2
0
1
2
年
度
＝
1
0
0
と
し
て
計
算
し
て
い
る
。
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図1-5　名目賃金・実質賃金・消費者物価指数の推移

2012年度＝100とする指数。 資料：厚生労働省ホームページ「毎月勤労統計調査」、
総務省統計局ホームページ「消費者物価指数」
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※このデータは、私がブログを書いた当時のデータをそのまま使用している。その後、後
述するとおり統計不正が発覚したため、2012年以降のデータが修正されて公表されて
いる。しかし、2004～2011年までの分(暦年・年度データ双方含む）について、厚労省
はデータを破棄したとして修正していない。このように、最新のデータは修正の有無に違
いがあり、不連続となっているので、やむを得ず修正前のデータをそのまま用いている。

改定前

1 そのまま

そのまま

消えた

消えた

消えた

消えた

2

3

4

5

6

2014年度の実質民間最終消費支出はリーマンショックが
起きた 2008年度を超える下落率を記録した。
戦後初の「2年度連続で実質民間最終消費支出が下がる」
という現象が起きた。
2015年度の実質民間最終消費支出は、アベノミクス開始前
（2012年度）を下回った（消費がアベノミクス前より冷えた）。
2015年度の実質 GDPは 2013年度を下回った（3年分の
成長率が 1年分の成長率を下回った）。
暦年実質 GDPにおいて、同じ 3年間で比較した場合、アベ
ノミクスは民主党時代の約 3分の 1しか実質 GDPを伸ばす
ことができなかった。
2014年度は、オイルショックがあった 1974年度以来の「名
目はプラス成長、実質はマイナス成長」という現象が起きた。

改定後
図6-9　改定前後のアベノミクス失敗6大現象比較図4-2　常用労働者30人以上の新旧比較表

出典：厚生労働省「毎月勤労統計：賃金データの見方
～平成30年１月に実施された標本交替等の影響を中心に～」

30人以上の
調査対象
事業所の
入れ替え方式

新
（入れ替え後）

総入れ替え

部分入れ替え

 旧
（入れ替え前）

新旧差
（入れ替え後－
入れ替え前）

新旧比
（入れ替え後／
入れ替え前－１）

2007年１月 
2009年１月
2012年１月 
2015年１月 
2018年１月

297,345
288,005
287,576
286,003
289,951

301,704
294,377
290,844
291,100
289,671

-4,359
-6,372
-3,268
-5,097

280

-1.4
-2.2
-1.1
-1.8
0.1

（単位 円、％）

　

な
お
、
名
目
賃
金
指
数
と
い
う
の
は
、
額
面
そ

の
ま
ま
の
賃
金
を
指
数
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
実

質
賃
金
指
数
と
い
う
の
は
、
名
目
賃
金
指
数
か
ら

物
価
変
動
の
影
響
を
取
り
除
い
た
も
の
。
計
算
式

は
「
名
目
賃
金
指
数
÷
消
費
者
物
価
指
数
×
1
0

0
」。
つ
ま
り
、
賃
金
の
上
昇
を
物
価
の
上
昇
が

上
回
る
と
、
実
質
賃
金
が
下
が
る
。
例
え
ば
、
あ

な
た
の
名
目
賃
金
が
5
％
伸
び
た
と
し
て
も
、
物

価
が
10
％
伸
び
た
と
す
れ
ば
、
実
質
賃
金
は
4
・

5
％
下
が
る
こ
と
に
な
る
。

　

話
を
元
に
戻
す
。
こ
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
開
始
か
ら
5
年
も
経
過
し
た
の
に
、

名
目
賃
金
は
わ
ず
か
1
・
5
％
し
か
伸
び
て
い
な

い
。
他
方
、
物
価
は
6
％
も
上
が
っ
た
。
日
銀
の

試
算
に
よ
れ
ば
、
消
費
税
増
税
に
よ
る
物
価
上
昇
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は
2
％
だ
か
ら
、
残
る
4
％
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
も
た
ら
し
た
円
安
が
最
も
影
響
し
て
い
る
。
増
税
＋
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
で
物
価
を
無
理
や
り
上
げ
た
が
、
賃
金
が
1
・
5
％
し
か
伸
び
な
か
っ
た
の
で
、
実
質
賃
金

は
4
・
2
％
も
下
が
っ
て
い
る
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
前
の
水
準
に
遠
く
及
ば
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
内
容
が
、
私
が
2
0
1
8
年
9
月
10
日
付
ブ
ロ
グ
に
て
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

統
計
委
員
会
も「
実
態
を
表
し
て
い
な
い
」と
認
め
る

　

名
目
賃
金
伸
び
率
3
・
6
％
が
あ
ま
り
に
も
異
常
な
数
字
で
あ
っ
た
の
で
、
さ
す
が
に
専
門
家
か
ら
も

異
論
が
噴
出
し
た
よ
う
だ
。
と
う
と
う
政
府
統
計
の
司
令
塔
で
あ
る
総
務
省
統
計
委
員
会
も
、
本
系
列
の

公
表
値
は
実
態
を
表
し
て
お
ら
ず
、
参
考
値
を
重
視
し
て
い
く
と
の
意
見
で
ま
と
ま
っ
た
。
少
し
長
い
が

2
0
1
8
年
9
月
29
日
付
東
京
新
聞
の
記
事
「
厚
労
省
の
賃
金
統
計
『
急
伸
』
実
態
表
さ
ず
と
認
め
る　

政
府
有
識
者
会
議
」（
渥
美
龍
太
記
者
）
を
引
用
す
る
。

　

厚
生
労
働
省
が
今
年
か
ら
賃
金
の
算
出
方
法
を
変
え
た
影
響
に
よ
り
、
統
計
上
の
賃
金
が
前
年
と

比
べ
て
大
幅
に
伸
び
て
い
る
問
題
で
、
政
府
の
有
識
者
会
議
「
統
計
委
員
会
」
は
二
十
八
日
に
会
合

を
開
き
、
発
表
し
て
い
る
賃
金
伸
び
率
が
実
態
を
表
し
て
い
な
い
こ
と
を
認
め
た
。
賃
金
の
伸
び
は
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デ
フ
レ
脱
却
を
掲
げ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
統
計
な
だ
け
に
、
実
態
以
上
の
数
値

が
出
て
い
る
原
因
を
詳
し
く
説
明
し
な
い
厚
労
省
の
姿
勢
に
対
し
、
専
門
家
か
ら
批
判
が
出
て
い
る
。

　

問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
厚
労
省
が
、
サ
ン
プ
ル
企
業
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
も
と
に
毎
月
発

表
す
る
「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
」。
今
年
一
月
、
世
の
中
の
実
態
に
合
わ
せ
る
と
し
て
大
企
業
の
比

率
を
増
や
し
中
小
企
業
を
減
ら
す
形
の
デ
ー
タ
補
正
を
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
影
響
を
考
慮

せ
ず
に
伸
び
率
を
算
出
し
た
。
企
業
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
分
、
賃
金
が
伸
び
る
と
い
う
「
か
ら
く

り
」
だ
。

　

多
く
の
人
が
目
に
す
る
毎
月
の
発
表
文
の
表
紙
に
は
「
正
式
」
の
高
い
伸
び
率
の
デ
ー
タ
を
載
せ

て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
日
、
統
計
委
は
算
出
の
方
法
を
そ
ろ
え
た
「
参
考
値
」
を
重
視
し
て
い
く
こ

と
が
適
切
と
の
意
見
で
ま
と
ま
っ
た
。
伸
び
率
は
「
正
式
」
な
数
値
よ
り
、
参
考
値
を
み
る
べ
き
だ

と
の
趣
旨
だ
。

　

本
給
や
手
当
、
ボ
ー
ナ
ス
を
含
め
た
「
現
金
給
与
総
額
」
を
み
る
と
、
七
月
が
正
式
の
1
・
6
％

増
に
対
し
参
考
が
0
・
8
％
増
、
六
月
は
正
式
3
・
3
％
増
に
対
し
参
考
1
・
3
％
増
だ
っ
た
。
実

態
に
近
い
参
考
値
に
比
べ
、
正
式
な
数
値
は
倍
以
上
の
伸
び
率
を
示
し
て
い
る
。

　

厚
労
省
が
デ
ー
タ
補
正
の
問
題
を
夏
場
ま
で
ほ
と
ん
ど
説
明
し
な
か
っ
た
影
響
で
、
高
い
伸
び
率

20

123456789101112131415

DEC 

1
…
穴
田
　

2
…
前
田
　

3
…
前
田
　

4
…
角
原
　
校
了
…
　
　

集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
新
書
6
月
刊
　
国
家
の
統
計
破
壊



に
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
か
ら
疑
問
が
続
出
し
て
い
た
。
統
計
委
の
西
村
清
彦
委
員
長
は
「
し
っ
か
り
し
た

説
明
が
当
初
か
ら
さ
れ
な
か
っ
た
の
が
大
き
な
反
省
点
」
と
苦
言
を
呈
し
た
。

　

S
M
B
C
日
興
証
券
の
宮
前
耕
也
氏
は
「
今
年
の
賃
金
の
伸
び
率
は
ま
っ
た
く
あ
て
に
な
ら
な

い
」
と
指
摘
し
た
上
で
「
影
響
が
大
き
い
統
計
だ
け
に
算
出
の
方
法
や
説
明
の
仕
方
に
は
改
善
が
必

要
」
と
提
言
し
て
い
る
。

　

右
記
の
記
事
で
重
要
な
の
は
、
厚
労
省
が
夏
場
ま
で
こ
の
デ
ー
タ
補
正
の
問
題
を
ほ
と
ん
ど
説
明
し
て

い
な
か
っ
た
点
で
あ
る
。
正
確
に
言
う
と
、
8
月
31
日
に
な
っ
て
や
っ
と
説
明
資
料
を
公
表
し
、
旧
算
出

方
法
と
比
較
し
て
2
0
8
6
円
も
数
字
が
上
振
れ
し
、
そ
れ
が
「
①
サ
ン
プ
ル
入
れ
替
え
」
の
2
9
5
円
、

「
②
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
更
新
」
の
1
7
9
1
円
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
だ
。
賃
金
が

大
き
く
か
さ
上
げ
さ
れ
た
原
因
を
隠
そ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

だ
が
、
こ
こ
で
ち
ゃ
ぶ
台
を
ひ
っ
く
り
返
す
よ
う
な
こ
と
を
言
お
う
。
先
ほ
ど
か
ら
引
用
し
て
い
る
厚

労
省
の
説
明
資
料
に
は
真
っ
赤
な
ウ
ソ
が
書
い
て
あ
っ
た
こ
と
が
、
後
に
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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